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【公開番号】特開2016-140533(P2016-140533A)
【公開日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-047
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月14日(2016.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の操作手段を備えた遊技台であって、
　複数種類の演出を実行可能に構成されており、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第一の演出であり、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第二の演出であり、
　前記第一の演出と前記第二の演出は、別の演出であり、
　前記第一の操作手段が第一の操作態様で操作されると、前記第一の演出が開始される場
合があり、
　前記第一の操作手段が第一の操作態様で操作されると、前記第二の演出が開始される場
合があり、
　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作されると、前記第一の演出が開始される場
合があり、
　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作されたことでは、前記第二の演出が開始さ
れない、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技台であって、
　第一の演出手段を備え、
　前記第一の演出手段は、画像表示手段であり、
　前記第一の演出は、前記第一の演出手段によって実行される演出である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の遊技台であって、
　図柄変動表示を表示可能な図柄表示手段を備え、
　前記第一の演出は、前記図柄変動表示の表示中に開始される場合がある演出であり、
　前記第二の演出は、前記図柄変動表示の表示中に開始される場合がある演出である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項４】
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　請求項１乃至３のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作されると、前記第一の操作手段が第一の操
作態様で操作されたものとして前記第一の演出が開始される場合がある、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項５】
　請求項１乃至４のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　請求項１に記載の「第一の操作態様で操作」とは、「複数回操作」のことである、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　請求項１に記載の「第二の操作態様で操作」とは、「長押し操作」のことである、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項７】
　請求項６に記載の遊技台であって、
　前記長押し操作とは、操作されている状態が予め定められた時間にわたって維持されて
いる操作のことである、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項８】
　請求項１乃至７のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第三の演出であり、
　前記第三の演出は、遊技者に前記第一の操作手段を第一の操作態様で操作させることを
促す演出であり、
　前記第三の演出は、第一の状態で実行される演出であり、
　前記第一の状態とは、前記第一の演出を開始させるための前記第一の操作手段の操作を
受付可能な状態のことであり、
　前記第一の演出は、前記第三の演出が開始された後で、前記第一の操作手段が第一の操
作態様で操作された場合に開始される場合がある演出である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項９】
　請求項８に記載の遊技台であって、
　複数種類の発光状態で発光可能な発光手段を備え、
　前記発光手段は、前記第一の操作手段の内側から光を照射可能な手段であり、
　前記複数種類の発光状態のうちの一つは、第一の発光状態であり、
　前記発光手段は、前記第一の状態では、前記第一の発光状態となる手段である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１０】
　請求項９に記載の遊技台であって、
　前記複数種類の発光状態のうちの一つは、第二の発光状態であり、
　前記第一の発光状態は、点灯状態であり、
　前記第二の発光状態は、消灯状態であり、
　前記発光手段が前記第一の発光状態とされることで、前記第一の操作手段の操作を受け
付ける状態であることを表しており、
　前記発光手段が前記第二の発光状態とされることで、前記第一の操作手段の操作を受け
付けない状態であることを表している、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１１】
　請求項９に記載の遊技台であって、
　前記複数種類の発光状態のうちの一つは、第二の発光状態であり、
　前記第一の発光状態は、第一の発光態様で発光している状態であり、
　前記第二の発光状態は、第二の発光態様で発光している状態である、
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ことを特徴とする遊技台。
【請求項１２】
　請求項８乃至１１のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記第一の状態は、該第一の状態となってから予め定められた時間が経過すると終了す
る状態である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１３】
　請求項８乃至１２のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記第三の演出は、前記第一の操作手段を模した画像の表示を含む演出である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記第一の演出は、予告であり、
　前記第二の演出は、予告である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第四の演出であり、
　前記第四の演出は、遊技者に前記第一の操作手段を第一の操作態様で操作させることを
促す演出であり、
　前記第四の演出は、第二の状態で実行される演出であり、
　前記第二の状態とは、前記第二の演出を開始させるための前記第一の操作手段の操作を
受付可能な状態のことであり、
　前記第二の演出は、前記第四の演出が開始された後で、前記第一の操作手段が第一の操
作態様で操作された場合に開始される場合がある演出である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の遊技台であって、
　前記第二の状態は、該第二の状態となってから予め定められた時間が経過すると終了す
る状態である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１７】
　請求項１５又は１６に記載の遊技台であって、
　前記第四の演出は、前記第一の操作手段を模した画像の表示を含む演出である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１８】
　請求項１乃至１７のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記遊技台は、ぱちんこ機である、
ことを特徴とする遊技台。
【請求項１９】
　請求項１乃至１７のうちいずれか一項に記載の遊技台であって、
　前記遊技台は、スロットマシンである、
ことを特徴とする遊技台。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　また、こういった遊技台では、演出を行うものが知られている。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　従来の遊技台では、演出に改良の余地がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑み、演出に特徴を持った遊技台を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を解決する本発明の遊技台は、
　第一の操作手段を備えた遊技台であって、
　複数種類の演出を実行可能に構成されており、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第一の演出であり、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第二の演出であり、
　前記第一の演出と前記第二の演出は、別の演出であり、
　前記第一の操作手段が第一の操作態様で操作されると、前記第一の演出が開始される場
合があり、
　前記第一の操作手段が第一の操作態様で操作されると、前記第二の演出が開始される場
合があり、
　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作されると、前記第一の演出が開始される場
合があり、
　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作されたことでは、前記第二の演出が開始さ
れない、
ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の遊技台によれば、演出に特徴を持った遊技台を実現できる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６３９】
　また、『前記遊技台は、スロットマシンである、
ことを特徴とする遊技台。』
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についても説明した。
　また、以上の記載では、
『　第一の操作手段［例えば、演出ボタン１３６ｅ等］を備えた遊技台であって、
　複数種類の演出を実行可能に構成されており、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第一の演出［例えば、図２１に示される、連打メ
ーターＲＤのゲージが満タンとなった場合に実行される演出等］であり、
　前記複数種類の演出のうちの一つは、第二の演出［例えば、図１２（ｉ）に示す、殿様
図柄ＹＭ１～ＹＭ３が揃った態様の表示、図１３（ｐ）に示す、第三のカットイン画像Ｃ
Ｉ３の表示等］であり、
　前記第一の演出と前記第二の演出は、別の演出であり、
　前記第一の操作手段が第一の操作態様［例えば、連打操作あるいは複数回操作（連打操
作による操作態様と複数回操作による操作態様とは同じ操作態様を含んでいる。以下同じ
。）等］で操作されると、前記第一の演出が開始される場合があり［例えば、例えば、図
２２に示すように、演出ボタン１３６ｅによる連打操作がなされ、連打メーターＲＤのゲ
ージが満タンとなった場合に演出に成功したとして、カットイン画像等の予告表示や、大
当りとなることを予告する報知が行われる等］、
　前記第一の操作手段が第一の操作態様で操作［例えば、複数回操作等］されると、前記
第二の演出が開始される場合があり［例えば、図１２に示されるチャンス目演出において
、遊技者による演出ボタン１３６ｅの複数回操作がなされると、殿様図柄ＹＭ１～ＹＭ３
が揃った態様で表示される、あるいは、図１３カットイン演出等］、
　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作［例えば、長押し操作等］されると、前記
第一の演出が開始される場合があり［例えば、図２３に示すように、演出ボタン１３６ｅ
による長押し操作がなされると、長押しオート連打機能により連打操作が疑似的に行われ
、その結果、連打メーターＲＤのゲージが満タンとなった場合に演出に成功したとして、
カットイン画像等の予告表示や、大当りとなることを予告する報知が行われる等］、
　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作されたことでは、前記第二の演出が開始さ
れない［例えば、図１２に示すチャンス目演出では、長押しオート連打機能が無効とされ
ているので、演出ボタン１３６ｅが長押し操作されたことでは、殿様図柄ＹＭ１～ＹＭ３
が揃った態様の表示が表示されない、図１３に示すカットイン演出では、長押しオート連
打機能が無効とされているので、演出ボタン１３６ｅが長押し操作されたことでは、図１
３（ｐ）に示す第三のカットイン画像ＣＩ３が表示されない等］、
ことを特徴とする遊技台。』
について説明した。
　また、『　第一の演出手段［例えば、装飾図柄表示装置２０８等］を備え、
　前記第一の演出手段は、画像表示手段であり、
　前記第一の演出は、前記第一の演出手段によって実行される演出である［例えば図２２
に示すように、演出ボタン１３６ｅによる連打操作がなされ、連打メーターＲＤのゲージ
が満タンとなった場合に演出に成功したとして実行される、カットイン画像等の予告表示
や、大当りとなることを予告する報知は装飾図柄表示装置２０８で行われる等］、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　図柄変動表示を表示可能な図柄表示手段［例えば、第１特図表示装置及び第
２特図表示装置２１４等］を備え、
　前記第一の演出は、前記図柄変動表示の表示中に開始される場合がある演出であり［例
えば、図２２や図２３に示される、連打メーターＲＤのゲージが満タンとなった場合に実
行される演出は、図柄変動表示中に開始される等］、
　前記第二の演出は、前記図柄変動表示の表示中に開始される場合がある演出である［例
えば、図１２（ｉ）に示す殿様図柄ＹＭ１～ＹＭ３が揃った態様の表示や、図１３（ｐ）
に示す第三のカットイン画像ＣＩ３の表示は、図柄変動表示中に開始される等］、
ことを特徴とする遊技台。』
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についても説明した。
　また、『　前記第一の操作手段が第二の操作態様で操作されると［例えば、演出ボタン
１３６ｅが４秒操作された場合等］、前記第一の操作手段が第一の操作態様で操作された
ものとして前記第一の演出が開始される場合がある［例えば、例えば、図２３に示すよう
に、演出ボタン１３６ｅが４秒操作された場合に、演出ボタン１３６ｅが疑似的に２０回
操作されたものとして操作の結果に関する表示（カットイン画像等の予告表示や、大当り
となることを予告する報知等）が開始される等］、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　「第一の操作態様で操作」とは、「複数回操作」のことである、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　「第二の操作態様で操作」とは、「長押し操作」のことである、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記長押し操作とは、操作されている状態が予め定められた時間［例えば、
４秒等］にわたって維持されている操作のことである、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記複数種類の演出のうちの一つは、第三の演出［例えば、図２１（ｄ）～
同図（ｇ）に示す、連打操作演出等］であり、
　前記第三の演出は、遊技者に前記第一の操作手段を第一の操作態様で操作させることを
促す演出であり、
　前記第三の演出は、第一の状態で実行される演出［例えば、図２１（ｄ）～同図（ｇ）
に示されるように、演出ボタン画像ＢＴとともに「連打しろ」という文字が表示される演
出等］であり、
　前記第一の状態とは、前記第一の演出を開始させるための前記第一の操作手段の操作を
受付可能な状態のことであり、
　前記第一の演出は、前記第三の演出が開始された後で、前記第一の操作手段が第一の操
作態様で操作された場合に開始される場合がある演出である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　複数種類の発光状態で発光可能な発光手段［例えば、演出ボタンランプ１３
８等］を備え、
　前記発光手段は、前記第一の操作手段の内側から光を照射可能な手段であり、
　前記複数種類の発光状態のうちの一つは、第一の発光状態［例えば、赤色に発光した状
態等］であり、
　前記発光手段は、前記第一の状態では、前記第一の発光状態となる手段である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記複数種類の発光状態のうちの一つは、第二の発光状態であり、
　前記第一の発光状態は、点灯状態であり、
　前記第二の発光状態は、消灯状態であり、
　前記発光手段が前記第一の発光状態とされることで、前記第一の操作手段の操作を受け
付ける状態であることを表しており［例えば、図２１（ｄ）に示すように、演出ボタン１
３６ｅの操作受付状態では、演出ボタンランプ１３８が点灯状態とされている等］、
　前記発光手段が前記第二の発光状態とされることで、前記第一の操作手段の操作を受け
付けない状態であることを表している［例えば、図２１（ａ）に示すように、演出ボタン
１３６ｅの操作受付状態でない場合では、演出ボタンランプ１３８が消灯状態とされてい
る等］、
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ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記複数種類の発光状態のうちの一つは、第二の発光状態［例えば、青色に
発光した状態等］であり、
　前記第一の発光状態は、第一の発光態様で発光している状態であり、
　前記第二の発光状態は、第二の発光態様で発光している状態である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記第一の状態は、該第一の状態となってから予め定められた時間［例えば
、５秒等］が経過すると終了する状態である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記第三の演出は、前記第一の操作手段を模した画像の表示［例えば、図２
１（ｄ）に示される演出ボタン画像ＢＴの表示等］を含む演出である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記第一の演出は、予告［例えば、カットイン画像等の予告表示や、大当り
となることを予告する報知等］であり、
　前記第二の演出は、予告［例えば、図１２（ｉ）に示すように、殿様図柄ＹＭ１～ＹＭ
３が３つ揃うことでスーパーリーチに移行することを予告している、あるいは、図１３（
ｐ）に示すように、第三のカットイン画像ＣＩ３は予告表示である等］である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記複数種類の演出のうちの一つは、第四の演出［例えば、図１２（ｂ）～
同図（ｈ）に示す、演出ボタン１３６ｅの押下を促す演出や、図１３（ａ）～同図（ｎ）
に示す、演出ボタン１３６ｅの押下を促す演出等］であり、
　前記第四の演出は、遊技者に前記第一の操作手段を第一の操作態様で操作させることを
促す演出であり、
　前記第四の演出は、第二の状態で実行される演出［例えば、図１２（ｂ）～同図（ｈ）
に示すように、左図柄表示領域２０８ａに停止表示されたチャンス図柄「Ａ」に重なるよ
うにして、演出ボタン１３６ｅの押下を促す演出ボタン画像ＢＴ１とともに「ＰＵＳＨ」
という文字が表示され、演出ボタン押下の受付期間の残り時間を表す残時間メーターＭＴ
１が演出ボタン画像ＢＴ１の下方に表示され、また、中図柄表示領域２０８ｂに停止表示
されたチャンス図柄「Ｂ」に重なるようにして、演出ボタン１３６ｅの押下を促す演出ボ
タン画像ＢＴ２とともに「ＰＵＳＨ」という文字が表示され、演出ボタン押下の受付期間
の残り時間を表す残時間メーターＭＴ２が演出ボタン画像ＢＴ２の下方に表示され、また
、右図柄表示領域２０８ｃに停止表示されたチャンス図柄「Ｃ」に重なるようにして、演
出ボタン１３６ｅの押下を促す演出ボタン画像ＢＴ３とともに「ＰＵＳＨ」という文字が
表示され、演出ボタン押下の受付期間の残り時間を表す残時間メーターＭＴ３が演出ボタ
ン画像ＢＴ３の下方に表示される演出や、図１３（ａ）～同図（ｎ）に示すように、装飾
図柄表示装置２０８の中央左側には、演出ボタン画像ＢＴ１とともに「ＰＵＳＨ」という
文字が表示され、残時間メーターＭＴ１が演出ボタン画像ＢＴ１の下方に表示されており
、また、装飾図柄表示装置２０８の中央には、演出ボタン画像ＢＴ２とともに「ＰＵＳＨ
」という文字が表示され、残時間メーターＭＴ２が演出ボタン画像ＢＴ２の下方に表示さ
れており、また、装飾図柄表示装置２０８の中央右側には、演出ボタン画像ＢＴ３ととも
に「ＰＵＳＨ」という文字が表示され、残時間メーターＭＴ３が演出ボタン画像ＢＴ３の
下方に表示されている演出等］であり、
　前記第二の状態とは、前記第二の演出を開始させるための前記第一の操作手段の操作を
受付可能な状態のことであり、
　前記第二の演出は、前記第四の演出が開始された後で、前記第一の操作手段が第一の操
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作態様で操作された場合に開始される場合がある演出である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記第二の状態は、該第二の状態となってから予め定められた時間［例えば
、５秒等］が経過すると終了する状態である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記第四の演出は、前記第一の操作手段を模した画像の表示［例えば、図１
２（ｂ）に示される演出ボタン画像ＢＴ１～ＢＴ３の表示や、図１３（ａ）に示される演
出ボタン画像ＢＴ１～ＢＴ３の表示等］を含む演出である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記遊技台は、ぱちんこ機［例えば、パチンコ機１００等］である、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
　また、『　前記遊技台は、スロットマシンである、
ことを特徴とする遊技台。』
についても説明した。
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